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M1 西川 亮

年度末の３月を向かえ各プロジェクトで一年間の成果を発表する活動報告会、ワークショップが行な
われました。一年間のプロジェクト活動において何を感じ、学んだのか、そして、それらを活かすべく来
年度の活動に向けての意気込みを伺いました。

　去る３月10日、足助支所にて１年間の活動報告を行いまし
た。夏以降、１人1テーマで調査、分析、提案まで結びつけてきた
足助プロジェクト。川空間・景観・観光・空間設計について各自が
発表しました。報告会では、住民の方からは積極的な質疑がなさ
れ、我々に対する期待や信頼を強く感じました。
　2008年に始まった足助プロジェクト。数えると計7回に渡る訪
問でした。8人体制の大規模プロジェクトも、夏以降M1のみの4
人体制。１人1テーマの担当は、厳しく時には投げ出しそうになり
ましたが、提案まで考え抜くこと、そして住民の方に反応して頂け
ることが何よりもの喜びでした。
　今年度、足助プロジェクトではより住民に近い存在として活動
を行いたいと考えています。私は特に商店街活性化と景観形成に
関して、成果を残したいと思います。ワークショップ等も積極的に
開催し、地元の方の意見を取り入れたまちづくりに貢献できれば
いいですね。
只今新M1のメンバー募集中です。足助では、あなたの提案が実
現します。興味のある方はお気軽に私までご連絡下さい

１年半の高山越中街道プロジェクトに幕

　2007年11月に始まった高山プロジェクトですが、２ヶ月に一
度のペースで高山に訪問し、これまで計７回の現地調査と３回の
報告会を行ってきました。そして３月２日に最終報告として、１年
半の成果を越中街道の方々に発表してきました。
　去年の4月にメンバーを大幅に増やした当プロジェクトは、提
案の事業化を最終目標に掲げ、この一年間調査を行ってきまし
た。中でも印象に残る調査は「沿道使われ方調査」と題し、沿道の
一室がどのように使われているかを、実際にお宅にお邪魔させて
頂き、お話を伺い、平面図をとらせていただいたことです．突然の
訪問にも関わらず、快く家の中に上げてくださり、結果として約半
数のお宅の平面図をとることができました。
　10月には調査結果の地元還元を目的として「まちぎゃら」と題
して、1年間の調査結果と提案を、パネルや模型の展示を行いま
した。期間中にはたくさんの人に足を運んで頂き、越中街道の課
題と可能性について、多くの方に知って頂くキッカケをつくること
ができたと思います。
　そうして、１年半の活動が終わろうとしている高山プロジェクト
ですが、今年度からは規模を高山市全域に拡大し、歴史文化基
本構想に着手していきます。また、越中街道地区では、我々の提案
の一つである「半間提案」が実現を目指し、動き始めています。現
段階では地元大工さんによる実物の作成ですが、6月を目処に完
成する予定です。実現までの道のりはまだ遠いですが、我々の提
案が、街がかわる契機になったら幸いです。

M1 土信田 浩之

足助プロジェクト初年度を括る活動報告
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▲ 最終報告会の様子

▲ 2008年度高山PJメンバー
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3月23日　　　2008年度修了式
3月23日　　　追いコン

都市デザイン研究室　3月下旬の予定

全国各地を駆け巡る ー都市空間の構想力現地調査ー
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金子国土交通大臣の発言を受け、さらに架橋問題で揺れる鞆に
おいては、ポスト埋立架橋計画を見据えて、諸課題について早急
に考えることが必要とされており、外部の新鮮な目線を取り入れ
ることで、今後のまちづくりに対する示唆を得たいとの思いから、
３月６日～８日の日程で、ワークショップを開催しました。留学生
を含む建築史・景観・交通を専攻する学生約20人が参加し、交
通・観光・建築史・環境デザインの４つのチームに分かれてのまち
歩きとディスカッションを経て、住民の方を交えた発表会を行い
ました。鞆の内情を知ったわれわれプロジェクトチームには思い
もつかないアイデアも飛び出し、住民の方からも好評でした。
「鞆雑誌2008」の発行に始まり、夜の鞆の町を楽しんでもらう「ヨ
ルトモ」のイベント、都市計画学会でのシンポジウムそして今回の
ワークショップと、今年度の鞆プロジェクトは「啓蒙」の年であっ
たように思います。来年度以降も鞆の未来を描くお手伝いをして
いきます！

M1 六田 康裕2008年度を締めるワークショップ開催
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22008年4月からM1が加わった「都市空
間の構想力」プロジェクト。単行本出版に
向けて、議論に議論を重ね、フィールドを東
京から全国へと広げる。今回の現地調査は
、その第一歩。「すべての都市はデザインさ
れている…、匿名の風景にも「意志」がある
…。」西村先生、そして都市デザイン研究室
の考えを胸に秘め、現地を駆け巡った。
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編集後記
　都市空間の構想力の現地調査で私の地元でもある出雲市を調査してきました。もしかしたら地元が本に掲載される
かもしれないと考えるとなかなか嬉しいものですし、頑張れる気がします。来年度末には本が出版される予定です。それ
まで更なる議論と調査を行い少しでも貢献していきたいと思います。
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▲ ワークショップの様子
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